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終
戦
か
ら
８１
年
。
戦
争
を

実
体
験
と
し
て
語
れ
る
世
代

は
急
速
に
少
な
く
な
り
、
歴

史
の
中
の
出
来
事
と
し
て
遠

ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

世
界
は
今
、
「
戦
時
の
日
常

化
」
と
も
言
う
べ
き
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は

長
期
化
し
、
ガ
ザ
で
は
深
刻

な
人
道
危
機
が
続
く
。
そ
し

て
中
東
で
新
た
な
軍
事
衝
突

が
起
き
、
そ
の
影
響
は
周
辺

地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

国
内
に
も
及
ん
で
い
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
物

流
の
混
乱
、
医
薬
品
・
医
療

材
料
の
供
給
不
安

―
戦
争

は
「
よ
そ
の
出
来
事
」
で
は

な
く
、
私
た
ち
の
診
療
室
の

日
常
を
も
直
撃
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
紛
争
に
共
通
す
る

の
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

弱
い
立
場
の
人
々
が
真
っ
先

に
犠
牲
と
な
り
、
病
院
そ
の

も
の
が
攻
撃
対
象
と
な
る
こ

と
だ
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、

核
保
有
国
を
含
む
大
国
が
国

際
法
や
国
連
決
議
を
軽
視
す

る
形
で
軍
事
行
動
に
踏
み
切

り
、
そ
れ
を
既
成
事
実
化
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
、
も
は

や
例
外
で
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
だ
。
「
力
に
よ
る

秩
序
」
が
「
法
に
よ
る
秩
序
」

を
侵
食
し
て
い
く
現
実
を
、

私
た
ち
は
直
視
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

国
内
で
は
、
防
衛
費
の
増

額
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
、
南
西
諸
島
の
軍
事
要
塞

化
な
ど
、「
有
事
」
を
前
提
と

し
た
政
策
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
、
安
全
保
障
政

策
は
閣
議
決
定
等
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い

て
も
十
分
な
国
会
審
議
を
経

な
い
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮

す
る
。
民
主
主
義
の
根
幹
は
、

国
民
の
代
表
が
議
論
を
尽
く

し
て
物
事
を
決
め
る
こ
と
に

あ
る
。「
緊
急
」
や
「
有
事
」
を

理
由
に
そ
の
過
程
が
省
か
れ

て
い
く
こ
と
を
、
私
た
ち
は

見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

現
行
憲
法
は
、
先
の
戦
争

へ
の
深
い
反
省
の
上
に
生
ま

れ
た
。
そ
の
条
文
を
丁
寧
に

読
む
と
、
個
人
の
尊
厳
、
平

和
へ
の
希
求
、
戦
争
の
放
棄

と
い
う
理
念
が
、
い
か
に
真

剣
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
か

が
わ
か
る
。
憲
法
改
正
の
議

論
が
進
む
中
、
今
あ
る
憲
法

が
何
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
地
域
医
療
や
介
護

の
現
場
は
深
刻
な
疲
弊
の
中

に
あ
る
。
診
療
報
酬
抑
制
の

も
と
で
病
院
経
営
は
厳
し
さ

を
増
し
、
訪
問
介
護
事
業
所

の
閉
鎖
や
人
材
不
足
も
続
い

て
い
る
。
物
価
高
騰
の
中
で

も
医
療
・
福
祉
へ
の
財
源
は

不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。「
国

を
守
る
」
た
め
に
国
民
の
命
、

健
康
、
尊
厳
が
軽
視
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　

医
療
者
の
役
割
は
、
病
気

を
治
療
す
る
こ
と
だ
け
で
は

な
い
。
命
と
健
康
を
脅
か
す

社
会
そ
の
も
の
に
目
を
向

け
、
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
守
る
こ
と
も
ま

た
、
私
た
ち
の
重
要
な
責
務

で
あ
る
。
終
戦
記
念
日
を
前

に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と

を
考
え
た
い
。

終
戦
記
念
日
を
前
に

２６２６
年
７
月
末
で
終
了
へ

年
７
月
末
で
終
了
へ

原
発
「
２
０
４
０
年
代
に

０
割
相
当
」
を

ト
ラ
ブ
ル
増
加
の
懸
念
も

ト
ラ
ブ
ル
増
加
の
懸
念
も

保
険
証
等
に
よ
る
受
診
受
診

公
害
環
境
対
策
部
、
パ
ブ
コ
メ
提
出

第
３２
期
第
１９
回
理
事
会
　
７
月
９
日
（
木
）

〈
役
員
２８
名
、出
席
２２
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
９
名
）〉

討
論
に
て
、
本
会
で
は
「
患

者
負
担
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
運

動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
が
、

こ
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
抗
す

る
か
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
わ

れ
た
。
現
在
７５
歳
以
上
の
約

７
割
が
年
収
２
０
０
万
円
未

【
議
長
報
告
】

　

現
在
、
政
府
の
社
会
保
障

費
削
減
政
策
の
下
に
高
額
療

養
費
上
限
の
引
き
上
げ
、
高

齢
者
の
窓
口
負
担
３
割
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
一
部
保
険
外

し
な
ど
数
々
の
患
者
負
担
増

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
情
勢

満
で
あ
る
の
で
、
支
払
能
力

を
超
え
る
窓
口
負
担
の
増
加

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

れ
で
は
応
能
負
担
に
は
な
ら

な
い
。
今
後
の
医
療
運
動
の

方
向
性
と
し
て
、
「
高
齢
者

の
声
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

今
理
事
会
の
重
要
決
定
事

項
で
あ
る
、
以
下
の
２
議
題

に
つ
い
て
審
議
・
決
定
さ
れ

た
。
一
つ
目
は
８
月
以
降
の

事
務
局
の
電
話
対
応
に
つ
い

て
、
事
務
局
の
他
の
仕
事
に

割
く
時
間
を
確
保
す
る
た

め
、
現
在
の
９
時
３０
分
か
ら

１６
時
ま
で
の
対
応
を
継
続
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
二
つ

目
は
磯
崎
理
事
退
任
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て
、
後
任
の
理

事
を
選
出
す
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
が
、
９
月
の

評
議
員
会
で
承
認
を
受
け
て

か
ら
来
年
５
月
ま
で
の
８
カ

月
し
か
任
期
が
無
い
こ
と
を

鑑
み
て
、
今
回
は
見
送
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

（
議
長
・
鈴
木
○医
）

に
な
る
。

　

今
後
の
医
療
機
関
窓
口
で
の

資
格
確
認
で
は
、
基
本
的
に
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
で
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
ご

留
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
っ
た

際
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
資

格
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、

以
下
の
対
応
と
な
る
。

〈
初
診
の
場
合
〉

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
併
せ

て
、
①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

資
格
確
認
画
面
（
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
も
可
）
を

確
認
。
ま
た
は
②
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
を
確
認
。
あ
る

い
は
③
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、

患
者
に
被
保
険
者
資
格
申
立

書
へ
の
記
載
を
し
て
も
ら

う
。
そ
の
上
で
不
詳
レ
セ
プ

ト
と
し
て
請
求
す
る
。

〈
再
診
の
場
合
〉

　

④
上
記
①
・
②
に
加
え
、

過
去
の
受
診
歴
等
に
よ
り
資

　

有
効
期
限
切
れ
の
健
康
保
険

証
の
み
を
持
参
し
た
場
合
で
も

保
険
の
取
り
扱
い
を
認
め
た
暫

定
的
な
措
置
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
７
月
末
に
終
了
す
る
旨
の

事
務
連
絡
を
発
出
し
た
。

　

７
月
１
日
に
出
さ
れ
た
通
知

の
名
称
は
「
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
終
了
に
伴
う
今
後
の
医

療
機
関
・
薬
局
の
受
診
時
等
の

対
応
に
つ
い
て
（
周
知
）
」
。

◇

　

従
来
の
健
康
保
険
証
は
２４
年

１２
月
１
日
以
降
、
新
規
発
行
が

停
止
。
そ
れ
ま
で
に
発
行
済
の

健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
内

の
最
長
で
２５
年
１２
月
１
日
ま
で

使
用
で
き
る
運
用
と
し
た
。
し

か
し
健
康
保
険
証
の
失
効
を
把

握
し
な
い
患
者
や
、
本
来
マ
イ

ナ
保
険
証
と
併
用
し
た
確
認
が

必
要
と
な
る
〝
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
の
み
〟
で
受
診
す
る
患

者
が
一
定
い
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
厚
労
省
は
当
該
患
者
の
受
診

に
つ
い
て
〝
記
載
さ
れ
た
被
保

険
者
番
号
等
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
照

会
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
３
割

等
の
一
定
の
負
担
割
合
を
求
め

て
レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
〟
と
の
暫
定
的
な
措

置
を
示
し
て
き
た
。

　

８
月
以
降
に
〝
健
康
保
険
証

の
み
〟
ま
た
は
〝
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
の
み
〟
で
受
診
し
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険

証
を
忘
れ
た
場
合
の
取
り
扱
い

と
同
様
に
、
患
者
に
一
旦
１０
割

で
の
立
替
を
お
願
い
す
る
こ
と

　

「
今
後
の
原
子
力
政
策
の
方

向
性
と
行
動
指
針
（
案
）
」の
意

見
募
集
（
パ
ブ
コ
メ
）
に
対
し
、

公
害
環
境
対
策
部
は
野
本
部
長

名
で
７
月
３
日
に
意
見
を
提
出

し
た
。こ
の
行
動
指
針
（
案
）は
、

原
子
力
発
電
の
「
依
存
度
を
低

減
」
す
る
方
針
か
ら
「
最
大
限

の
活
用
」
に
切
り
替
え
た
〝
第

七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
〟

な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
原

子
力
発
電
の
将
来
像
を
２
０
４

０
年
代
・
２
０
５
０
年
代
で
２

割
相
当
と
仮
定
し
て
い
る
。

　

公
害
環
境
対
策
部
は
、
原
子

力
発
電
所
に
よ
る
発
電
量
が

「
２
０
４
０
年
代
に
０
割
相
当
」

と
す
る
方
向
性
に
基
づ
き
、
行

動
指
針
を
提
案
し
な
お
す
べ
き

と
主
張
。そ
の
理
由
と
し
て
、
▽

横
浜
市
な
ど

横
浜
市
な
ど

県
内
自
治
体
は
応
じ
ず

県
内
自
治
体
は
応
じ
ず

資
格
確
認
書
の
全
員
交
付
を
協
会
が
要
請

治
体
の
判
断
〟
と
し
、
渋
谷
区

等
が
全
員
発
行
し
て
い
る
実

態
、
▽
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
自
体
や

搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
期

限
切
れ
等
、
高
齢
者
に
よ
る
対

応
は
困
難
で
あ
る
こ
と
―
を
理

由
に
挙
げ
、
資
格
確
認
書
の
全

員
発
行
を
求
め
て
い
る
。

　

７
月
１３
日
時
点
で
、
横
浜
市

や
横
須
賀
市
、
厚
木
市
な
ど
９

市
町
か
ら
回
答
を
受
け
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
コ
ス
ト
の
面
や

県
内
市
町
村
で
統
一
の
対
応
と

し
て
い
る
こ
と
、
か
え
っ
て
ト

ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
か
ね
な
い

こ
と
な
ど
を
理
由
に
全
員
交
付

を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
で
８
月
か
ら

新
運
用

　

資
格
確
認
書
の
「
全
員
一
律

交
付
」
は
こ
の
間
、
後
期
高
齢

　

市
町
村
国
保
で
は
マ
イ
ナ
保

険
証
の
登
録
が
な
い
人
に
対
し

て
「
資
格
確
認
書
」
が
職
権
交

付
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
る
被
保
険
者

に
は
基
本
的
に
は
職
権
交
付
さ

れ
ず
、
代
わ
り
に
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
が
届
け
ら
れ
る

運
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
が
故
障
し
、
マ
イ
ナ
受
付
が

不
能
と
な
っ
た
医
療
機
関
か
ら

の
報
告
が
協
会
に
寄
せ
ら
れ

緊
迫
化
す
る
国
際
情
勢
下
、
イ

ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
双
方
が

核
施
設
の
所
在
地
を
攻
撃
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
原
子
力

施
設
の
停
止
は
急
務
、
▽
柏
崎

刈
羽
原
発
で
の
不
具
合
や
一
時

停
止
多
発
を
鑑
み
る
と
安
全
性

対
策
へ
の
疑
念
は
払
拭
で
き
な

い
、
▽
浜
岡
原
発
で
の
デ
ー
タ

不
正
問
題
と
そ
の
対
応
を
は
じ

め
、
原
発
運
営
主
体
者
の
責
任

や
能
力
を
厳
し
く
検
証
す
る
制

度
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
―
と

指
摘
。
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
あ
る「
『
安
全
神
話
』

に
陥
っ
て
悲
惨
な
事
態
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

反
省
を
一
時
た
り
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
の
記
載
を
本

当
の
意
味
で
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
原
子
力
発
電
は
一
刻
も
早

く
廃
止
す
べ
き
だ
と
し
た
。

　

な
お
、
同
パ
ブ
コ
メ
は
７
月

９
日
で
締
め
切
ら
れ
て
い
る
。

者
医
療
制
度
で
は
行
わ
れ
て
き

た
。
た
だ
本
年
７
月
末
で
終
了

し
、
８
月
よ
り
年
齢
や
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
実
績
に
応
じ
て

職
権
発
行
の
有
無
が
変
わ
る
運

用
と
な
る
予
定
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
８５
歳
以
上
の

高
齢
者
や
利
用
実
績
の
少
な
い

人
に
は
今
後
も
申
請
な
し
で
自

動
交
付
さ
れ
る
。
一
方
、「
８４

歳
以
下
」
で
「
直
近
１
年
間
に

６
回
以
上
、
か
つ
直
近
３
カ
月

以
内
に
利
用
実
績
が
あ
る
人
」

は
〝
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
え
て

い
る
〟
と
み
な
さ
れ
、
職
権
交

付
の
対
象
外
と
な
る
。
対
象
外

の
人
に
は
代
わ
り
に
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
が
届
く
。

　

ま
た
職
権
交
付
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
体
調
の
変
化
な

ど
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が

困
難
に
な
っ
た
際
は
、
市
区
町

村
の
窓
口
へ
申
請
す
れ
ば
資
格

確
認
書
は
発
行
さ
れ
る
。
し
か

し
必
要
な
方
に
漏
れ
な
く
届
け

ら
れ
る
確
証
は
な
い
。

　

な
お
神
奈
川
県
の
広
域
連
合

は
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
を

２
年
と
し
た
た
め
、
８５
歳
未
満

の
被
保
険
者
も
来
年
７
月
末
ま

で
全
員
が
資
格
確
認
書
を
保
有

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

医
療
情
報
部
は
こ
の
間
、
保

険
証
復
活
、
資
格
確
認
書
全
員

交
付
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

神
奈
川
県
下
の
全
３３
自
治
体
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
「
資
格
確
認
書
の
全
員
発

行
を
求
め
る
要
請
書
」
を
送
付

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
９
市
町
か

ら
回
答
を
受
け
た
が
、
要
請
に

応
じ
る
と
し
た
自
治
体
は
な
い
。

　

要
請
書
で
は
▽
マ
イ
ナ
受
付

の
ト
ラ
ブ
ル
多
発
と
、
資
格
確

認
書
で
の
対
応
が
有
用
な
こ

と
、
▽
厚
労
相
が
〝
最
後
は
自

た
。
今
後
も
高
齢
者
が
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
常
に
携

帯
し
て
い
た
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
画
面
を
表
示
さ
せ
た
り
で

き
る
か
不
安
な
運
用
が
続
き
そ

う
だ
。

格
情
報
が
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
を
口
頭
確
認
す
る
な
ど

に
よ
り
資
格
確
認
を
行
う
。

　

８
月
以
降
の
資
格
確
認
方
法

や
、
被
保
険
者
資
格
申
立
書
の

ひ
な
型
な
ど
に
つ
い
て
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

保険医新聞保険医新聞
ホームページからホームページから
読めます読めます

　過去の保険医新聞を協
会ホームページでもご覧い
ただけます。 最新号は会
員の先生のお手元に届く頃
にアップロード予定です。 お
問合せは新聞部（℡ 045-
313-2111）まで。

※ ログインの際は、会員に公開し
ているユーザー名、パスワード
の入力が必要となります

資格確認
解説ページ


